
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度 第一回 足立区経済活性化会議 
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令和元年度 第一回 足立区経済活性化会議 
 

【審議事項】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

足立区経済活性化会議 資料 
令和元年７月１日 

件   名 足立区経済活性化会議 専門部会の一部廃止について 

所管部課名 産業経済部 産業政策課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内   容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

足立区経済活性化会議規則第６条に基づき設置している専門部会につ

いて、以下のとおり一部廃止する。 

 

１ 専門部会の廃止について 

  次の専門部会を廃止する。 

 ① 足立区創業支援施設入居者選考委員会         

 ② 足立区創業プランコンテスト選考委員会           

③ 足立ブランド認定選考委員会           附属機関化 

④ 足立区新製品・新事業開発補助金選考委員会           

 

⑤ 足立ブランド認定事業推進協議会 

⑥ あだち産業センター｢ＩＴ支援室｣協働事業者選考委員会   廃止 

 

２ 専門部会廃止理由 

 【附属機関化する専門部会(①～④)について】 

・経済活性化会議委員の専門外の提案内容等に関しては、各専門家より参

考意見を聴取し、審査の参考としてきた。 

 

・今後の更なる技術革新や外国人労働者の増加等により、社会の仕組みそ

のものが急速に変化し、各事業において審査する内容が多様化し、より

専門的な内容となっていくことが予想される。 

 

・事業プランや企業認定の視点も、応募内容に応じた多様性や専門性を担

保していく必要がある。 

 

⇒経済活性化会議委員以外の、専門的な知識を有した多様な人材が、直接

審査に携わることを可能とするため、上記の部会を区長の附属機関とし

て設置し、専門部会は廃止する。(足立区経済活性化基本条例に、これ

らの委員会の記載を追加し、附属機関とする予定) 

 

【足立ブランド認定事業推進協議会について】 

 ・事業内容を検討する会議であり、一定事項について調停、審査、調査

等を行う会議ではないため、専門部会としてではなく、運営会議とし

て開催していく。 

 

 



 

 

 

【あだち産業センター｢ＩＴ支援室｣協働事業者選考委員会】 

・近年開催実績が伴わないため、廃止とする。 

 

（変更前）             （変更後） 
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 ○足立区経済活性化会議規則 

          平成17年４月１日規則第29号 

        改正 

            平成28年６月30日規則第99号 

 足立区経済活性化会議規則を公布する。 

   

 足立区経済活性化会議規則 

 （趣旨） 

第１条 この規則は、足立区経済活性化基本条例（平成17年足立区条例第11号。以下「条

例」という。）第８条第８項の規定に基づき、足立区経済活性化会議（以下「活性化会議」

という。）の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

 （組織） 

第２条 条例第８条第４項の規定に基づき委嘱する委員は、次に掲げる者のうちから当該

各号に定める人数の範囲内において委嘱するものとする。 

 (１) 区民 ５人以内 

 (２) 事業者 25人以内 

 (３) 学識経験者 ５人以内 

 (４) 中小企業の振興に関する事業、事務等を行うことを主たる目的とする次のいずれ

かに該当する法人の職員 ３人以内 

  ア 公益財団法人（公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律（平成 18

年法律第49号）第２条第２号に規定する公益財団法人をいう。） 

  イ 独立行政法人（独立行政法人通則法（平成 11年法律第 103号）第２条第１項に

規定する独立行政法人をいう。） 

  ウ 地方独立行政法人（地方独立行政法人法（平成 15年法律第 118号）第２条第１

項に規定する地方独立行政法人をいう。） 

２ 会長は、前項に規定する委員のほかに、参考人を招くことができる。 

 （会長及び副会長） 

第３条 活性化会議に会長１人及び副会長２人を置き、会長は前条第１項第３号の委員の

中から委員の互選によって定め、副会長は委員の中から会長が指名する。 

２ 会長は、会務を総理し、活性化会議を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代理する。 

４ 会長は、あらかじめ職務を代理する者の順位を定めるものとする。 

 （会議の招集） 

第４条 活性化会議は、会長が招集する。 

 （会議の議事） 

第５条 活性化会議は、過半数の委員の出席がなければ、会議を開くことができない。 

２ 活性化会議の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、会長の決

するところによる。 

参 考 



 

 

 

（部会） 

第６条 活性化会議は、専門的事項を調査するため、部会を置くことができる。 

 （会議録） 

第７条 会長は、会議録を作成し、これを保存しなければならない。 

 （会議の公開） 

第８条 条例第８条第６項に規定する会議の公開の方法及び手続その他必要な事項は、区

長が別に定める。 

２ 会議の公開にあたっては、会長は傍聴人の人数を制限することができる。 

３ 会長は、傍聴人が係員の指示に従わないとき又は会場の秩序を乱したと認めるときは、

これに退場を命ずることができる。 

 （庶務） 

第９条 活性化会議の庶務は、産業経済部産業政策課において処理する。 

 （委任） 

第10条 この規則の施行に関し必要な事項は、区長が別に定める。 

   付 則 

 この規則は、公布の日から施行する。 

   付 則（平成28年６月30日規則第99号） 

 この規則は、公布の日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度 第一回 足立区経済活性化会議 
 

【報告事項】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

足立区経済活性化会議 報告資料 
令和元年７月１日 

件  名 区内の景況及び新設法人数の推移等について 

所管部課 産業経済部 産業政策課 

内  容 

景気動向の実態を時系列的に把握し、区内企業及び関係団体等に情報提

供するとともに、産業経済行政の基礎的資料とすることを目的として、区

内中小企業の景気動向を、四半期ごとに調査・分析している。その結果に

ついて、以下のとおり報告する。(詳細については別紙を参照) 

 

１ 調査の対象と回答状況 

製造業２１１社、小売業１３４社、建設業５８社、サービス業６３社、 

運輸業４４社 

→運輸業以外は面接聴取、運輸業は郵送アンケートによって調査 

 

２ 業種別業況（ＤＩ※）の動きと来期の予測 

小売業では厳しさがやや和らぎ、サービス業は前期同様の悪化幅で推

移した。建設業は前期を大きく下回り、製造業は大幅に低迷し、運輸業

は悪化幅が極端に拡大した。 

来期の建設業は前期をかなり上回り、運輸業は悪化幅が大きく縮小

し、製造業・小売業・サービス業は今期同様の厳しさが続く見込み。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 区内企業の倒産動向 

足立区の倒産動向は、件数は９件と前期（平成３０年１０～１２月）よ

り３件減少、負債総額は１億９，７００万円と前期比３０億７，９００万

円減少した。 

４ 足立区の新設法人数の減少について 

平成３０年の区内新設法人数が７８１社と、前年と比較すると１７１

社減少（前年比１８．０％減少）している。建設業及びその関連事業の

新設法人数が伸び悩んだことが全体に影響したと考えられる。 

問 題 点・ 

今後の方針 

引き続き、四半期ごとに調査・分析を実施し、庁内において情報の共有

を図っていく。 

また、新設法人数の減少については、原因の調査を行なっていく。 

※ＤＩはDiffusion Index の略。増加、上昇、楽などと回答した企業割合から、

減少、下降、苦しいなどと回答した企業割合を差し引いた数値のことで、不変

部分を除いて増加したとする企業と減少したとする企業のどちらの力が強いか

を比べて時系列的に傾向をみようとするもの。 

 ＤＩの値がプラス域で推移していれば堅調、マイナス域で推移していると低

迷と判断する。また、今期ＤＩから前期ＤＩを差し引き、その差がプラスであ

れば改善、マイナスであれば悪化したものとみる。 



 

 

 

各業種のマーク(例：製造業の場合は◇、◆)は白マークが平成１１年１月から３月期以降の最高DI値、黒マークは最低DI値を表し

ています。運輸業は平成３０年１月から３月期より調査開始。 

DI値とは・・・増加(上昇)したと答えた企業割合から、減少(下降)したと答えた企業割合を差引いた数値のことで、不変部分を除

いて増加したとする企業と減少したとする企業のどちらかの力が強いかを比べて時系列的に傾向をみようとするも

の 

平成１１年１月～平成３１年３月の景況推移 

（DI） 22年 27年23年 24年 29年28年 30年 31年16年 17年 18年 19年 21年 26年25年20年11年 12年 13年 14年 15年

-4.2 

-57.4 

-64.8 

-20.3 

-60.7 

20.3 

-58.8 

0.1 

-11.9 

-45.5 

-75.0

-65.0

-55.0

-45.0

-35.0

-25.0

-15.0

-5.0

5.0

15.0

25.0

◇◆製造業 □■小売業 △▲建設業 ○●サービス業 ☆★運輸業

別紙１ 



 

 

 

 

足立区経済活性化会議 報告資料 
令和元年７月１日 

件   名 地域経済活性化基本計画 活動指標について（平成３０年度実績） 

所管部課名 産業経済部 産業政策課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内   容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  経済活性化計画にて掲げた諸施策について、本計画の各柱立てに施策の

達成度を測る「成果指標」と各施策に紐付く事務事業の活動量・活動結果

を測る「活動指標」を設定し、計画の進行管理を行っている。活動指標に

ついては、毎年度検証を行うこととしており、平成３０年度活動指標につ

いて報告する。 

 

平成３０年度実績について 

１ 実績の詳細 

   別表参照(全４７活動指標) 

 

２ 目標値の設定 

   事業開始後に設定するとしていた指標について、目標値を設定。 

  （１）目標値設定 (※別表網掛箇所)        ４／４７  

・オフィスの確保支援に係る事業の指標(別紙１Ｐ) 

→３０年度より開始した、創業者経営力アップ支援事業※支援 

事業者数を指標に採用 

    ※足立成和信用金庫と足立区が行う、創業初期の経営が不安定な企業に対す

る経営指導及び家賃補助を行う事業 

      

・企業間をつなぐプラットフォーム構築事業に参加している企業数 

    (別紙２Ｐ) 

→起業家ネットワーク等の参加企業数を指標として採用 

     

・区が実施する経営改善に係る事業を活用した企業数 

(別紙３Ｐ) 

    →小規模事業者経営改善補助金補助件数を指標として採用 

 

    ・個店の支援に関する事業(別紙７Ｐ) 

    →「輝くお店セレクション」推薦を呼びかけるための情報発信数を

指標として採用 

 

 

 



 

 

 

 

(２)次年度以降目標値設定予定           ３／４７ 

   ・区の事業を通じた新たなビジネス等の創出件数(別紙３Ｐ) 

   ・事業承継や事業継続に係る事業を活用した企業数(別紙３Ｐ) 

   ・働きやすい職場環境づくりに関する事業(別紙５Ｐ) 

    

３ 対中間(令和3年度)目標達成状況 

  (１)中間目標値達成指標             １１／４７ 

→うち５指標の目標値を上方修正 

 

  ・中間目標値と実績に大きな乖離が見られる指標   ２／４７ 

   →あだちメッセ来場者数、ＷＬＢ認定企業数共に目標値を見直し 

 

  ・概ね順調に推移している指標          ２７／４７ 

 

備  考 今後も、年度ごとの実績を補足し、計画の進捗管理を行っていく。 



 

 

 

足立区経済活性化会議 報告資料 
令和元年７月１日 

件  名 産業経済部既存事業の分析と分析に基づく令和元年度事業委託について 

所管部課 産業経済部 産業政策課 

内  容 

 平成３０年度、次年度に向け産業経済部内の既存事業について分析を行っ

た。分析結果について報告するとともに、今後強化していくべき事項について、

令和元年度、プロポーザルによる提案を受け、事業委託を行っていく。 

 

１ 既存事業分析 

（１）実施期間  平成３１年１月から３月 

（２）実施方法  各事業のアンケート分析、各社ヒアリング、ネット意

見による傾向分析、区外事業との比較等 

（３）主な結果等 別紙のとおり(詳細は机上配布した別添資料参照) 

 

２ 新規委託事業の今後のスケジュールと事業内容 

（１）今後のスケジュール 

令和元年６月 実施手続き開始の公表、参加表明書受付 

７月 参加表明書審査、提案事業者決定（選定委員会） 

８月 提案書審査、提案書特定（選考委員会） 

（２）提案を求める主な内容 

１の既存事業分析結果を反映し、提案を求める。 

ア 区内事業者に向け、新たな人材や資源（区外・海外含む）を活用

し、販路拡大・売上向上を図る取り組み 

イ 地域特性を踏まえた特色ある創業・起業支援の取り組み 

ウ 効果的ＰＲ 他 

 

（３）提案上限金額と履行期間 

ア 提案上限金額 ２，２００万円 

イ 履行期間   契約締結後～令和２年３月末日 

 

 

問 題 点 

今後の方針 

区内団体や企業のご意見を伺いながら、随時ＰＤＣＡによる成果分析や

反映を行うとともに、年度末に評価を実施し、次年度委託について検討し

ていく。 

 

 



 

 

 

 

主な既存事業の分析結果          （）内前年度比 

事 業 名 

分  析 

あだちメッセ 足立ブランド 創業・起業支援 

参加状況・実態  

数的根拠①  

来場者数 

28年度 延2,993名 

29年度 延2,394名（▲20%） 

30年度 延2,071名（▲13%） 

認定企業数 

19年度初認定企業 7社 

20年度初認定企業 9社 

21年度初認定企業 5社 

22年度初認定企業 2社 

23年度初認定企業 5社 

24年度初認定企業 3社 

25年度初認定企業 2社 

26年度初認定企業 4社 

27年度初認定企業 5社 

28年度初認定企業 6社 

29年度初認定企業 5社 

30年度初認定企業 3社  計56社 

 

【業種】 

 皮革   9社 

 樹脂   7社 

 生活関連 7社 

 工芸品  7社 

 乗物   2社 

 印刷   3社 

 金属   15社 

 機械器具 6社 

千住一丁目「かがやき」入居企業 44社 

現存企業     31社/70％ 

廃業企業     12社/27％ 

企業譲渡     1社 

 

【現存内訳】 

情報通信業      16社 

専門・技術サービス業 5社 

製造業        4社 

建設業        2社 

不動産業       2社 

サービス業      1社 

医療福祉       1社 

 

【廃業内訳】 

情報通信業      8社 

製造業        3社 

小売り        1社 

 

その他  

起業セミナー  年間 延30日開催  

            延242人受講 

別紙 



 

 

 

 

アンケート等  

数的根拠②  

① 来場者アンケート 205名 

全体満足度    64.7%（▲6.1％) 

企業等満足度   64.1%（▲8.8％） 

② 出展者アンケート 42社 

成果良くなかった 26％ 

全国ビジネスマッチング 

親和性がない   36% 

 

認定企業アンケート 48社 

認定満足度  89.5％ 

売上効果増加 37.5％ 

減少 15％  

区内定着割合 

情報通信業      8社/47％ 

専門・技術サービス業 5社/100％ 

製造業        2社/50％ 

その他        4社/67％ 

主な意見等 ・来場者、商談件数減で魅力減。 

・出展者が限られ魅力がない。 

・大規模の産業展示会と比較すると効果が

少ない。 

・ブランド認定により企業が活性化、モ

チベーションにつながる。 

・認知度・知名度、ＰＲ・発信力に役立

つ。 

・大手展示会出展はとても良い。 

 

・情報通信業 8社のうち 7社が千住地域、

１社は上野に事務所を持つ。 

 

課題 ・異業種との交流ができたという反面、成

果として販路拡大に関する期待値に満足

できない声も多い。 

・出展企業の確保が困難になっている。 

・業種や企業規模により期待する効果に

差が生じている。 

・企業数が多くなり交流会の運営等工夫

が必要。 

・他自治体と比較すると、もう少しＨＰ

やＰＲ手法に工夫が必要。 

 

・創業支援施設は入居時点から区への貢献

度を考えていく必要がある。 

・情報通信業企業が全入居の55％を占める

が、区内定着はほぼ千住地域のみ。 

・起業・創業支援として区の特性が出せて

いない。 

今後の検討ポイント ・特に販路拡大を主とした企業向け事業へ

の転換を図る。 

                                                                                                                             

・運営課題としてＰＲや交流会のあり方

を改善する。 

・区の地域性を生かしかつ成長が見込める

起業・創業者を育成し集積していく。  



 

 

足立区経済活性化会議 報告資料 

令和元年７月１日 

件  名 第２回「あだちの輝くお店セレクション」の実施結果について 

所管部課 産業経済部 産業振興課 

内  容 

第２回「あだちの輝くお店セレクション」の実施結果について報告する。 

        

１ 事業目的 

  テーマに沿った区内のお勧めの店舗とその一品を募集・発表し、区内 

外に紹介することにより、区内商業・地域の活性化をめざす。 

 

２ 募集テーマ 

これを食べたいなら、「ココ」へ行け！～町の中華 おすすめの一品 

  別紙１、別紙２参照 

 

３ 推薦数 

  １，６６０件（ＷＥＢ358件、ＦＡＸ・持参等 599件、イベント 703

件） 

 

４ 総推薦店舗数 ２２９件 

 

５ 発表対象（五十音順） 

発表に承諾いただける推薦数の多い上位１０店舗。 

 一品は、推薦者からお勧めの一品として最も多かったメニューを掲載。 

 

店舗名 住所 一品 

秋田
あきた

軒
けん

 保木間2-19-11 餃子 

新興
しんこう

軒
けん

 東保木間2-23-4 豚丼 

担々
たんたん

麺
めん

 琉
る

帆
ぱん

（ＲｕＰａＮ） 栗原1-18-8 担々麺 

中華
ちゅうか

 太鼓番
たいこばん

 梅田7-24-11 かた焼きそば 

中華
ちゅうか

麺
めん

ダイニング 鶴亀
つるかめ

飯店
はんてん

 千住仲町19-5 四川担々麺 



 

 

 

６ 結果公表後の反響 

  雑誌やテレビ等で取り上げられたことにより、多くの反響が寄せられ

ている。(別紙３～５参照) 

店舗名 住所 一品 

中華
ちゅうか

料理
りょうり

 萬
ばん

龍
りゅう

軒
けん

 中央本町4-12-12 餃子 

中国
ちゅうごく

料理
りょうり

 辰
たつ

善
ぜん

 神明南2-7-18 チャーハン 

ＮＩＨＩＲＯ
に ひ ろ

 千住3-55 餃子 

味
み

好
よし

 綾瀬4-20-16 サブちゃん炒め 

やよい中華料理 梅田2-9-10 ラーメン 

問 題 点 

今後の方針 

今回の実施内容を踏まえ、今後どのようなテーマで実施していくかにつ

いて検討していく。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙１ 



 

 

 

 

別紙２ 



 

 

 

 

平成３０年度 輝くお店セレクション（町の中華）の結果公表後の反響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雑誌・テレビでの紹介が反響を呼び、区や店舗への問い合わせが多くなっている。 

    選出店以外の店舗に対しても寄せていただいた推薦内容（おすすめの１品、おすすめ理由）を一覧にして送付。 

「お客様の声が励みになった」といったお礼の手紙や電話での感謝の声が店舗からも寄せられている。 

取材媒体 報道時期 内容 

雑誌「散歩の達人」４月号 
 町中華探検隊がゆく！ 

３／２５ 
発売 

区の取り組み 
選出店１店舗 見開き２ページ 

日本テレビ ｎｅｗｓ ｅｖｅｒｙ  
 人情町中華 

５／７ 
放映 

選出店１店舗 約１０分 

テレビ朝日 スーパーＪチャンネル 
 家族でがんばる足立区町の中華 

５／１０ 
放映 

区の取り組み 
選出店３店舗 約２５分 

ＴＢＳテレビ Ｎスタ 
 みんなが選ぶ町の中華 ＩＮ足立 

６／４ 
放映 

区の取り組み 
選出店３店舗 約２０分 

別紙３ 



 

 

 

 

別紙４ 



 

 

 

 

別紙５ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度 第一回 足立区経済活性化会議 

 

【情報連絡】 

 

 

 

 



 

 

 

足立区経済活性化会議 情報連絡資料 
  令和元年７月１日 

件  名 産業展示会「あだちメッセ」の開催結果について 

所管部課 産業経済部 産業振興課 

内  容 

１ 開催概要 

（１）出展者による製品、技術等の展示 

（２）足立区しんきん協議会との連携による区内企業同士の商談会 

（３）全国から招待した区外企業との商談会 

（４）ビジネスセミナー 

   ア 足立区内の企業経営者が事業展開の成功事例を語るパネル 

ディスカッション 

    イ プロの販売士が教える「製品の魅力を効果的に伝えるテレビショッピ

ング型実演販売セミナー」 

    ウ 三井住友銀行によるセミナー「２０１９年以降の経済市場見通し」 

 

２ 開催日時 

平成３１年１月２４日（木）～１月２５日（金） 

午前１０時～午後６時（２５日は午後５時３０分まで） 

 

３ 会場 

シアター１０１０ １０階及び１１階 

 

４ 今年度の特色 

（１）区外からも１７社が出展し、商談を行う。 

（２）デザイナー企業６社による相談ブースを設置し、製造業とデザイナ

ーのマッチングを行う。 

 

５ 開催結果 

  別紙１のとおり(詳細は机上配布した別添資料参照) 

 

 

問 題 点 

今後の方針 

来場者が減った理由は、今回８回目の開催となったが、内容がマンネリ化

し、来場者の目を引くような取り組みができなかったためと考える。 

「あだちメッセ」については、来年度は休止し、さらなる企業の販路拡大

を目的に魅力ある事業とするための再構築を行う。 

 



 

 

 

 

 

１ 出展者内訳 

 

 

 

 

 

 

 

２ 来場者数（来場者登録カード）   （ ）内は、昨年度との比較 

 

 

 

 

 

 

 

３ 来場者の内訳（来場者登録カード） 

 

 

業 種 
30年度 29年度 

出展者数 割 合 出展者数 割 合 

製造業 54社 93％ 53社 91％ 

製造業以外  4社  7％  5社  9％ 

合 計 58社 100％ 58社 100％ 

 30年度 29年度 

ビジネス 
（事業者・団体・産業関係者） 92 % 92 % 

一般  8 %  8 % 

 

30年度 29年度 

合計 
上段 ビジネス来場 

合計 
上段 ビジネス来場 

下段 一般来場 下段 一般来場 

1月24日

（木） 

1,490 

(△212） 

1,401(△191) 
1,702 

1,592 

89(△ 21） 110 

1月25日

（金） 

  581 

(△111） 

510(△97） 
 692 

607 

71(△14） 85 

合計 
2,071 

(△323） 

1,911(△288） 
2,394 

2,199 

160(△ 35） 195 

別紙１ 

平成３０年度あだちメッセの結果について 



 

 

 

足立区経済活性化会議 情報連絡資料 
  令和元年７月１日 

件  名 平成３０年度「足立ブランド企業」の認定について 

所管部課 産業経済部 産業振興課 

内  容 

 

下記のとおり、「足立ブランド認定企業」が決定したので情報提供する。 

 

１ 認定選考結果 

 新規認定 再認定 

応募企業数 ３社 １３社 

選考方法 書類選考 

プレゼンテーション 

書類選考 

認定企業 ３社 １３社 

 

２ 認定企業 

（１）新規認定企業 

別紙１のとおり 

（２）再認定企業 

３年ごとに、申請に基づき再認定を行う。 

別紙１のとおり 

（３）認定企業数 

既認定企業（再認定企業を除く）（ａ） ４０社 

再認定企業（ｂ） １３社 

新規認定企業（ｃ）  ３社 

合 計（ａ）＋（ｂ）＋（ｃ） ５６社 

 

３ 新規認定企業のＰＲについて 

（１）足立ブランド企業の紹介冊子に掲載 

（２）次年度の国際雑貨ＥＸＰＯ等の展示会に優先的に出展 

 

 



 

 

 

（別紙１） 

新規認定企業 

 企業名 主な業態・特徴 

１ （株）マーヤ 

（住所：椿2-8-5） 

高級婦人服の縫製 

薄物がより難しいとされる縫製業界にあって、厚物から薄

物、オールアイテムに即応できる技術を持っている。自社ブ

ランド「マーヤ」を展開している。 

２ ミユキ精工（株） 

（住所：大谷田1-43-19） 

プラスチック射出成形及びブロック玩具製作 

金型設計から試作・成形・２次加工・検査までの優れた総合

的生産システムを確立している。 

たて・横・斜めの連結可能な独自のブロック玩具を商品化し

ている。 

３ （株）エアロテック 

（住所：竹の塚3-3-15） 

バルーン使用による企画演出、バルーン製造等 

競合他社がマネのできないバルーン製造技術・演出技術を持

っている。次々と新しいバルーン技術を開発している。 

 

 

再認定企業 

 企業名 主な業態・特徴 認定年度 

１ （株）祥力 革製品小物製造販売 平成２１年度 

２ （株）フクムラ 金属板金加工 平成２１年度 

３ （有）国治刃物工芸製作所 華道・園芸用はさみ製造 平成２１年度 

４ 日商印刷（株） ＩＣカード等印刷 平成２１年度 

５ ファーストステップシューズ ベビーシューズ手づくりキット製

造販売 

平成２１年度 

６ 一文機工（株） 金属溶接機械の開発・製造販売 平成２４年度 

７ （有）カシマウェルディング 金属溶接加工 平成２４年度 

８ （株）しまや出版 同人誌の受付相談・制作 平成２４年度 

９ タカラ工業（株） 

タカラ樹脂工業（株） 

金属加工及びプラスチック射出成

型のトータル加工・製品製造 

平成２７年度 

１０ （有）ＡＫＡＳＨＩＹＡ オリジナル婦人用バッグ等の企画

製造販売 

平成２７年度 

１１ （株）松崎人形 木目込人形及び節句人形の製造販

売 

平成２７年度 

１２ （株）ナカザ 各種金属の深絞り加工 平成２７年度 

１３ 秀和工業（株） 研削、研磨装置の開発、製造、販売 平成２７年度 

 



 

 

 

足立区経済活性化会議 情報連絡資料 
  令和元年７月１日 

件  名 平成３０年度から令和元年度現在の観光イベント開催結果について 

所管部課 産業経済部 産業振興課 一般財団法人足立区観光交流協会 

内  容 

 直近１年間に区及び観光交流協会が主催したイベントの開催結果を以下

のとおり報告する。 

 

１ 「第４０回足立の花火」の開催結果 

（１）日時       平成３０年７月２１日（土） 

（２）天候       晴 最高気温３５℃ 

（３）花火の内容 

ア 打上発数 １３，６００発 

イ プログラム 

・カウントダウンで４秒間に４００発を一斉に打上 

・「足立の花火」史上初のＷナイアガラを実施 

・エイベックス企画の「ＨＡＮＡＢＩ ｄｅ Ｌｉｖｅ」 

レーザー演出と花火の共演を実施 

（４）観客動員数 ７００，０００人（前年実績６６０，０００人） 

 

２ あだち区民まつり「Ａ－Ｆｅｓｔａ ２０１８」の開催結果 

（１）日時        平成３０年１０月６日（土） 

※１０月７日（日）は中止 

（２）会場        荒川河川敷「虹の広場」 

（３）来場者数    ２２５,０００人  （ ）内は昨年度の実績 

日にち／天気 
６日（土）晴／２９℃ 

（雨のち曇） 

来場者数 
２２５,０００人 

（３７０,０００人） 

※ 昨年度の来場者数は、２日間開催の合計 

（４）中止理由 

１０月６日（土）夜半から１０月７日（日）の早朝にかけて台風２５

号の接近により風速１５メートル以上の強風が予想され、設営物が飛ば

される危険性があったため、安全を考慮し中止した。 

（５）開催イベント 

    ア チャンバラ合戦 

イ ドラムサークルin A-Festa～ 

ウ こどもフリーマーケット 

   エ ステージショー ほか 

 



 

 

 

３ 「光の祭典２０１８」の開催結果 

（１）期間      平成３０年１２月１日（土）から２５日（火） 

※ 竹ノ塚駅から元渕江公園間の街路樹は平成３１年１月１４日まで 

（２）点灯時間    午後５時から午後９時まで 

※ 竹ノ塚駅から元渕江公園までの街路樹は午後１０時まで 

（３）会場 

ア 元渕江公園（足立区保木間二丁目１７番１号） 

イ 東武スカイツリーライン竹ノ塚駅周辺 

ウ 上記の２会場を繋ぐ１.２ｋｍの街路樹 

（４）来場者数（元渕江公園会場） 

ア 総来場者数 

２４８,０００人   （９,９２０人／日 ２５日間 開催） 

前年度２３４,０００人（９,７５０人／日 ２４日間 開催） 

（５）イベント日            （ ）内は前年度の実績 

 １２月１日（土） 

晴／１７℃（晴） 

１２月２日（日） 

曇／１２℃（晴） 
合  計 

ステージ・

物産展・ 

点灯式 

３９,５００人 

(３７,０００人) 

２８,０００人 

(２９,０００人) 

６７,５００人 

(６６,０００人) 

（６）昨年度の特色 

ア メイン会場の元渕江公園では、「絵本の世界」のワンシーンを再

現したオブジェを設置した。 

イ 竹ノ塚駅前からの街路樹は、今年度は両側の街路樹の枝を人気の

シャンパンゴールドで電飾した。 

ウ 光のトンネルなど新しいオブジェを設置した。毎年好評のフチエ東 

京ビーチや８本ツリーとビームライトの演出も継続して実施した。 

 

４ 舎人公園春のイベントの開催結果 

（１）舎人公園桜のライトアップ 

ア 期間      平成３１年３月２３日（土）から４月７日（日）まで 

午後５時３０分から午後８時 

※ 桜の開花状況に合わせて点灯を実施した。 

イ 会場      都立舎人公園（足立区舎人公園１－１ほか） 

ウ 累計来場者数 ４１,４５０人 （２，５９０人／日 １６日間開催） 

※ 前年度 １８,０００人 （１，８００人／日 １０日間開催）  

エ 実施内容 

・日暮里・舎人ライナー「舎人公園駅」を降り、尾久橋通りを 

境に東側のエントランス部にイルミネーションを設置した。 

・「東側エントランス」から「お花見エリア」までの並木道の 

桜を、ライトアップし、行燈１２灯を設置した。 

・「お花見エリア」の南側の桜を対象にライトアップした。 



 

 

 

（２）舎人公園千本桜まつり 

ア 日時 平成３１年４月６日（土）、７日（日） 

両日とも午前１０時から午後４時 

イ 会場 都立舎人公園（足立区舎人公園１－１ほか） 

ウ 来場者数 ２２９,０００人  （ ）内は昨年度の実績 

日にち 

／天気 

６日（土） 

晴／２２℃ 

７日（日） 

晴／２２℃ 

来場者数 
１１７,０００人 

（９８,０００人） 

１１２,０００人 

（１１８,０００人） 

エ 実施内容 

・ 陸上競技場スポーツイベント 

ＳＡＫＵＲＡ雪合戦＆コーフボール体験（６日のみ） 

・ 桜をめぐるスタンプラリー 

・ ＰＲ展 

警察署、消防署、東京都、東京都公園協会等によるＰＲ展 

・ 足立成和信用金庫による地元企業のＰＲと物産展 

区内企業によるＰＲや模擬店 等 

 

５ 「しょうぶまつり＆世界の食広場」の開催結果 

（１）日時 令和元年６月１日（土）・２日（日） 

（２）会場 しょうぶまつり：しょうぶ沼公園 

世界の食広場 ：都立東綾瀬公園 

スタンプラリー：しょうぶ沼公園から都立東綾瀬公園間 

（３）来場者数            （ ）内は昨年度の実績 

日程／会場 
しょうぶ沼 

公園 
ハト広場 合計 

１日（土） 

天気：曇 

気温：２６℃ 

31,000人 

（30,000人） 

15,000人 

（15,000人） 

46,000人 

（45,000人） 

２日（日） 

天気：曇 

気温：２５℃ 

36,000人 

（30,000人） 

20,000人 

（19,000人） 

56,000人 

（49,000人） 

総合計 
67,000人 

（60,000人） 

35,000人 

（34,000人） 

102,000人 

（94,000人） 

 

（４）スタンプラリー参加者 （ ）内は昨年度の実績 

日程 完歩者 

１日（土） ２,１０２人（２,３８５人） 

２日（日） ２,８４９人（２,７３３人） 

総合計 ４,９５１人（５,１１８人） 



 

 

 

（５）実施内容 

ア しょうぶまつり 

・【新】オープニングセレモニー （６月１日 午前９時４５分～） 

・【新】ミュージック＆アートイベント 

・ハナショウブガイドツアー、ジャズコンサート、友好都市の 

物産展、模擬店（地元商店会）等 

・しょうぶ田内に木道設置・開放及び夜間ライトアップ 

・江戸川区小岩菖蒲園を結ぶ無料シャトルバスの運行 

イ 世界の食広場（ハト広場及び東京武道館までの遊歩道） 

・【新】グリーティングセレモニー （６月１日 午前１１時４５分～） 

・【新】食と体験でポイントを集める「五大陸 うまいレージ！」 

ウ ハト広場で、世界（約２０カ国）の食をテーマとしたフードイベ

ントの実施 

エ 綾瀬・東和・大谷田・六木（ＡＴＯＭ）地区の出張商店街や官公署

による各種ＰＲ展の実施 

オ スタンプラリー＆抽選会の実施 

(６) その他  地球環境フェア２０１９を同時開催した。 

 

 

 


